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はじめに

• 本委員会では、血液製剤の廃棄率低減に向けて、これまで
に輸血医療の視察研修や各施設輸血療法委員会への専門
部会オブザーバー派遣を継続して行う等、多職種チーム医
療連携ネットワークを構築し支援強化をしてきたが、令和２
年度以降、新型コロナウイルス感染症の拡大により、これま
でに実現してきた事業の継続が困難となった。

• そこで今回、新たにWeb会議システムによる実施体制を構築
し、Web会議システムを活用した「輸血医療の視察研修」、「

各施設輸血療法委員会への専門部会オブザーバー派遣」、
「職種間ネットワークの強化」を重点に取り組んだ。
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情報交換

岐阜県合同輸血療法委員会の推進体制

医療機関
輸血療法委員会

合同輸血療法委員会
（上位9医療機関と団体の代表）

輸血医療機関連絡協議会（上位30医療機関）

合同輸血療法委員会専門部会
（上位9医療機関と団体の実務者）

８つの課題別
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岐阜県合同輸血療法委員会開催状況

〇令和3年 6月17日（木）18：30～20：00

第１回専門部会（web会議）

〇令和3年 7月15日（木）18：30～20：00

第２回専門部会（web会議）

〇令和3年 9月 2日（木）18：30～20：00

第３回専門部会（web会議）

〇令和3年11月18日（木）18：30～20：00

第４回専門部会（web会議）

〇令和4年2月12日（土）13：30～17：00

岐阜県輸血医療機関連絡協議、第5回専門部会（web会議）

〇令和4年2月17日（木） 13：30～15：00 

岐阜県合同輸血療法委員会（web会議）
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令和３年度 重点課題

①web会議システムを利用した専門部会におけるオブザーバー
支援

②web会議システムを利用した輸血療法委員会への専門部会
オブザーバー招聘

➂web会議システムを利用した施設研修等の実施

④職種間ネットワークの活用

⑤適正な輸血療法の推進に向けた小規模医療機関（医師会）
における継続的な取り組み
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令和3年度 岐阜県合同輸血療法委員会専門部会 事業内容（1）

W
G

活動項目 活動内容

１ 実態調査
・県血液製剤使用状況調査の実施
・学会調査と県調査の突合による解析（令和元年度）
・I&Aセルフチェックアンケートの継続

２
普及啓発及び情報交換
の場の育成

・輸血医療機関連絡協議会の開催（web会議）：令和4年2月12日（土）
・各施設輸血療法委員会オブザーバー参加（Web)

令和3年8月26日（木）17:00～18:00    松波総合病院
令和3年9月15日（水）16:00～17:00    中濃厚生病院
令和3年11月17日（水）17:00～18:00  県立多治見病院

・職種別ネットワークの形成促進、活性化
薬剤師ネットワーク：web研修会開催
看護師ネットワーク：web会合開催

・I&A受審推進

３
モデル的な施設事例の
収集及び紹介

・webでの研修・交流プログラム開催
令和3年4月13日（火）18:00～19:30 岐阜大学病院輸血部紹介他
令和3年7月13日（火）18:00～19:30 松波総合病院紹介他
令和3年10月26日（火）18:00～19:30 岐阜県総合医療センター紹介他

新型コロナウイルス感染症により活動に大きな制約が課せられる中、活動方法を
模索し続け、令和３年度の活動にweb会議形式を積極的に活用した結果、以下の
とおり令和２年度には実現できなかった多くの活動を実施することができた。
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令和3年度 岐阜県合同輸血療法委員会専門部会 事業内容（2）

WG 活動項目 活動内容

４ 小規模医療機関のニーズ
把握

過去のアンケート結果内容を見直し、次年度に向けた課題や対策等を検討

５ 定期刊行物（普及啓蒙メ
ディアの確立

・専門部会ニュースの発行（年2回）
令和3年6月18日 Vol.1
令和4年2月18日 Vol.2

６ 県内輸血検査技師育成方
法論の確立

・web研修会の開催
（岐阜県臨床検査技師会と提携して実施：年間5回開催）

７ 学術企画 ・岐阜輸血療法講演会（9月2日(木)）⇒中止
・企業主催・共催輸血関連講演会での情報提供

8 標準ツールの開発 ・厚生労働省指針改定版に伴う既存ツールの見直し検討

９ その他
・I&A受審施設の拡大及びI&A受審支援対策
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WG1:実態調査

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年度 令和元年度

大病院 0.92 0.71 0.51 0.65 0.63 0.49

中病院 3.78 3.00 2.45 1.95 2.32 2.62

小病院 6.86 6.97 5.67 5.18 9.21 8.56

合計 2.45 1.99 1.59 1.45 1.78 1.80

＜大中小病院別廃棄量＞

＜大中小病院別廃棄率＞
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WG2：普及啓発および情報交換の場の育成（1）

○昨年度に引き続きメーリングリストの更新、岐阜県

輸血医療機関連絡協議会（web会議）の開催を行った。

〇岐阜県輸血医療機関連絡協議会

令和4年2月12日 （土）

〇施設輸血療法委員会オブザーバー参加派遣

–令和3年8月26日（木）17:00～18:00    松波総合病院

–令和3年9月15日（水）16:00～17:00    中濃厚生病院

– 令和3年11月17日（水）17:00～18:00  県立多治見病院
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WG2：普及啓発および情報交換の場の育成（2）

〇薬剤師ネットワーク

～薬剤師Web研修会 R3.8.28～

「求められる輸血医療体制の基礎知識」

大垣市民病院 血液内科部長・医療技術部長 小杉浩史 先生

「輸血と検査のＱ＆Ａ」

松波総合病院 輸血部 森本剛史 先生

「血液製剤と薬剤師業務」

大垣市民病院 薬剤部 竹中翔也 先生

「輸血用血液製剤の供給と取り扱いについて」

岐阜県赤十字血液センター 学術情報・供給課 志知俊先生

〇臨床輸血看護師ネットワーク

～学会認定・臨床輸血看護師会合（Web会合）R3.10.18～

①認定看護師の顔合わせ

②来年度実施予定の看護師アンケートの内容の説明と意見交換

③今後の看護師会合について
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令和元年度

MAP FFP PC ｱﾙﾌﾞﾐﾝ ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 年間使用量 廃棄量

大 ○ あ病院 専任 1 6 ○ ○ 4 ○ ○ ○ 9,259 14 0.15 1 0 0 0 0 0 9 1 11
大 ○ い病院 専任 1 6 ○ ○ 2 11,034 20 0.18 1 0 0 0 0 0 0 1 2
大 ○ う病院 専任 1 6 ○ ○ 1 ○ 8,976 75 0.83 1 0 0 0 0 0 3 1 5
大 ○ え病院 専任 1 6 ○ ○ 1 ○ ○ ○ 8,709 10 0.11 1 0 0 0 0 0 9 1 11
大 ○ お病院 専任 1 6 ○ ○ 3 4,661 40 0.85 1 0 0 0 0 0 0 1 2
大 ○ か病院 兼任 1 6 ○ ○ 1 6,527 80 1.21 1 0 0 0 0 0 0 2 3
中 き病院 兼任 2 6 ○ 0 941 34 3.49 1 0 0 0 3 2 0 6 12
中 く病院 兼任 1 6 ○ ○ 1 1,591 4 0.25 1 0 0 0 0 0 0 1 2
中 け病院 兼任 1 9 ○ 0 ○ 1,143 10 0.87 1 0 0 0 3 2 3 1 10

中 こ病院 兼任 無 6 ○ 0 1,414 8 0.56 1 2 0 0 3 2 0 1 9
中 ○ さ病院 専任 1 6 ○ ○ 1 3,114 24 0.76 1 0 0 0 0 0 0 1 2
中 し病院 兼任 1 6 ○ 0 1,680 134 7.39 1 0 0 0 3 2 0 7 13
中 ○ す病院 兼任 2 6 ○ ○ 0 ○ 3,767 65 1.70 1 0 0 0 0 2 3 2 8
中 せ病院 専任 2 6 ○ ○ 0 689 32 4.44 1 0 0 0 0 2 0 6 9
中 そ病院 兼任 2 6 ○ 0 718 20 2.71 1 0 0 0 3 2 0 2 8
中 た病院 兼任 1 6 ○ 0 1,894 32 1.66 1 0 0 0 3 2 0 2 8
中 ち病院 兼任 1 6 ○ 0 1,438 28 1.91 1 0 0 0 3 2 0 2 8
中 つ病院 兼任 1 6 ○ 0 979 14 1.41 1 0 0 0 3 2 0 2 8
中 て病院 専任 2 6 ○ 0 454 20 4.22 1 0 0 0 3 2 0 6 12
中 と病院 兼任 無 0 ○ 0 995 0 0.00 1 2 2 0 3 2 0 1 11
中 な病院 兼任 2 6 ○ 0 ○ 1,164 6 0.51 1 0 0 0 3 2 3 1 10
中 ○ に病院 専任 1 6 ○ ○ 0 2,346 48 2.01 1 0 0 0 0 2 0 2 5
中 ぬ病院 兼任 2 6 ○ 0 554 172 23.69 1 0 0 0 3 2 0 10 16
小 ね病院 兼任 2 6 ○ 0 122 0 0.00 1 0 0 0 3 2 0 1 7
小 の病院 兼任 2 7 ○ 0 677 56 7.64 1 0 0 0 3 2 0 7 13
小 は病院 専任 2 6 ○ 0 ○ 1,363 12 0.87 1 0 0 0 3 2 3 1 10
小 ひ病院 兼任 無 6 ○ 0 902 48 5.05 1 2 0 0 3 2 0 7 15
小 ふ病院 兼任 2 6 ○ ○ 2 ○ 1,394 8 0.57 1 0 0 0 0 0 3 1 5
小 へ病院 兼任 2 6 ○ 0 648 340 34.41 1 0 0 0 3 2 0 10 16
小 ○ ほ病院 兼任 無 7 ○ 0 ○ ○ ○ ○ 1,876 134 6.67 1 2 0 0 3 2 12 7 27

※赤血球製剤廃棄率、年間使用量90％値超項目数、学会認定資格保有者、Ｉ＆Ａ受審取組状況の各項目について点数化し、各施設の血液製剤使用適正化への取組状況を把握する。

※スコアが低いほど取組が進んでおり、スコアが高いところは低減に向けての改善が必要である。
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10％～ ・・・10点
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項目数×3点

＜認定検査技師＞
有り・・・ 0点
無し・・・ 2点

＜Ｉ＆Ａ受審予定＞

予定あり・・・ 0点

予定無し・・・ 3点

＜輸血管理料取得＞

管理料Ⅰ・・・ 0点

管理料Ⅱ・・・ 0点

取得無し・・・ 2点

＜責任医師任命＞

専従・・・ 0点

専任・・・ 1点

兼任・・・ 1点

無し・・・ 2点

＜Ｉ＆Ａｾﾙﾌﾁｪｯｸ＞

実施済・・・ 0点

未実施・・・ 2点

＜輸血療法委員会回数＞

6回以上・・・ 0点

6回未満・・・ 2点
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10 点
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WG3:モデル的な施設事例の収集及び紹介

Web研修会

①令和3年4月13日（3施設、7名）

岐阜大学の紹介

廃棄率改善について

②令和3年7月13日（4施設、10名）

松波総合病院の紹介

輸血後感染症について

➂令和3年10月26日（対象30医療機関・27名）

岐阜県総合医療センターの紹介

副作用対策、管理について
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〇輸血療法指針に関するアンケート調査結果（R2）
対象機関のうち、輸血時の血液検体保存をしていない施設が約８割、うち検体を

保存する保管設備がないと回答があった施設が約7割、保管設備はあるが検体管理
（２年間）が困難と回答施設が約２割という結果であった。
手順書については、７割以上の施設で整備し運用されていた。

〇在宅輸血等に関するアンケート調査結果について（H28、R1）
基本的に輸血は医療機関で施行すべき、在宅では手間やコストもかかるとの意
見がある中で、訪問診療における輸血を希望される患者のニーズに合わせた対
応をいただいている医療機関もある。
血液製剤の有効利用の面から、在宅で行う際のガイドライン、適応基準を明確
化する必要があるといった意見が挙げられている。

調査事項 平成28年度 令和元年度
回答率 57.5％（50/87施設） 73.4％（46/64施設）
往診、訪問診療を行っている 66％ （33/50施設） 57％（27/46施設）
在宅輸血を実施したことがある。 44.4％（16/33施設） 40.6％（13/27施設）
在宅輸血に関する研修会を必要と考える 68％ 76.6％

対象職種 医師（34％）、
看護師（33％）

医師（36％）、
看護師（33％）、

その他検査技師、ヘル
パー、ケアマネ

希望する研修方法、内容等 医師会主導在宅研修会プログラムの中で、在宅輸血
のテーマを扱ってほしいという要望が多く挙げられて
いる。

WG4：小規模医療機関のニーズ把握
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WG5：定期刊行物（普及啓発メディアの確立）
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WG6：検査技師育成
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WG7：学術情報
①血液センター主催講演会は中止。

②企業主催講演会案内情報

（１）松下先生

（２）田中朝志先生

（３）牧野茂義先生

➂学術集会

第69回日本輸血・細胞治療学会（3演題）

第28回秋季シンポジウム

第77回東海支部例会（1演題）
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活動総括
重点課題 結果

①web会議システムを利用し
た専門部会におけるオブ
ザーバー支援

【WG2】各施設輸血療法委員会へのオブザーバー参
加（web開催・松波総合病院、中濃厚生病院、県立下
呂温泉病院）

②web会議システムを利用し
た輸血療法委員会への専門
部会オブザーバー招聘

【WG2】第4回専門部会へのオブザーバー招聘（web
開催・羽島市民病院、県立下呂温泉病院）

➂web会議システムを利用し
た施設研修等の実施

【WG3】webでの研修・交流プログラム開催（岐阜大学

病院輸血部、松波総合病院、岐阜県総合医療セン
ター紹介他）

④職種間ネットワークの活用 【WG2】職種別ネットワークの形成促進、活性化
薬剤師ネットワーク：web研修会開催
看護師ネットワーク：web会合開催

⑤適正な輸血療法の推進に
向けた小規模医療機関（医
師会）における継続的な取り
組み

【WG4】小規模医療機関へのアンケート調査再解析と

課題抽出（輸血実績のある小規模医療機関への啓
発資料配布、在宅輸血に関する医師会研修会開催）
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まとめ

• 本事業により、これまで遠方を理由に活動が困難であった
医療機関が積極的に参加できるようになり、医療連携ネッ
トワークが強化された。

• Web 会議システムは社会的にも浸透してきており、新型コ
ロナウイルス感染症の収束後もツールとして定着すること
が予想される。特に対面式により開催数が限られていた
施設訪問や相談事業で積極的に活用できることで、合同
輸血療法委員会・専門部会と各施設輸血療法委員会及び
各担当者を結びつけ、活動内容を重層化するものと考え
られる。

• 本委員会では引き続き、専門部会の各活動内容において
Web 会議システムを活用し、発展させるとともに、新型コ
ロナウイルス感染症の感染状況等に対応した事業を展開
していく。
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